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ロシア軍機撃墜事件とポスト真実
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はじめに

トルコ軍戦闘機F-16が2015年11月24日に，度重なる警告にもかかわらず領

空を侵犯したとして，シリア上空でロシア軍のスホイ24戦闘爆撃機 (Su・24)

1機を撃墜しました。ロシアは，ウェブサイト上にレーダー基地からの観測

データを提示して領空侵犯を否定し， I両国関係を見直すJI関係正常化の条

件は撃墜事件でトルコが非を認めることだ」とトルコを非難し謝罪を要求

しました。

トルコのエルドアン大統領は， I謝罪の必要があるのは私たちの領空を侵

犯した者だ」と謝罪を拒否していましたが， Iもしロシア軍機だと認識して

いたら，違う行動を取っただろう」と，撃墜した軍用機がロシア軍機とは知

らなかったと主張し始めました。

ロシア軍機撃墜事件をめぐるロシアとトルコの対立は，石油密輸問題にま

で発展し，険悪化の一途をたどりましたが，エルドアン大統領は2016年6月

12日のプーチン大統領宛の書簡で「我が国にロシア機を撃墜する意図は一切

なかった」と釈明した上で， I死亡した軍人の家族に改めて同情と深い哀悼

の意を表したい。おわびを申し上げるjと謝罪し， Iロシアとの伝統的な友

好関係を回復するために，可能なことはすべて行う用意があるJと表明しま

した。 トルコの謝罪によって ロシア軍機撃墜事件によるロシアとトルコの

対立は収束したとされています。

本稿は，ロシア軍機撃墜事件の顛末をメディアの報道をもとに整理しなが
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ら，ロシアとトルコの対立が軍事衝突に発展すれば，米国はNATO加盟国

であるトルコを防衛する条約上の義務を負うため当初には「ロシア軍機撃墜

事件はトルコとロシアの聞の事件で，米軍は無関係だjとしていましたが，

次第にトルコを擁護する姿勢を鮮明し，ロシアとトルコの対立を煽り効らせ

てしまった問題をポスト真実の観点から若干の検討を試みるものです。

1 領空侵犯とロシア軍機撃墜

プーチン大統領はトルコによるロシア軍機の撃墜について，ロシア軍機

はトルコ領から1km離れたシリア領内を飛行し トルコに脅威を与えた事実

(領空侵犯)は存在せず，シリア領内のイスラム過激派組織「イスラム国」

(IS)を攻撃する任務を遂行していたに過ぎないと説明し(ロイター 20日年

11月24日17時44分配信)1)， I事件は米ロがシリア空爆で衝突防止の協定を結

んだ後に起きた。 トルコは米中心の 『有志連合』の一員のはずだJ(時事通

信 2015年11月25日O時14分配信)， Iこのような犯罪を我々は決して許さな

いJ(ロイター 11月24日17時44分配信)， I両国関係に深刻な結果をもたらす

だろう J(産経新聞 2015年11月24日20時15分配信)と， トルコを強く非難し

ました。2)

トルコ大統領府は24日に，領空を侵犯したロシア軍機を交戦規程に従って

1)プーチン大統領は24日に，撃墜されたスホイ24戦闘爆撃機が展開していたシリア北西

部ラタキア付近での空爆について， Iロシア出身の武装集団が集中した場所。彼らがロ

シアに帰ってテロ攻撃を仕掛ける前の先制攻撃だ」と述べていました(毎日新聞 2015

年11月24日23時49分配信)。

2)ラブロフ露外相は25日にケリー米国務長官と電話会談し，ロシア外務省によると，ラ

ブロフ外相は10月に交わした衝突回避に向けた覚書の「深刻な違反行為だJIトルコを

含む有志連合参加国にも覚書を順守させる責任が米国にある」と米国を批判しました。

覚書は，米国だけでなくトルコを含む有志連合も対象で，範囲はシリア領空を想定し

ているとされています (時事通信 2015年11月26日7時52分配信)。 また，プーチン大統

領は30日に， ICOP21で会談した各国首脳からも，ロシア軍機が 『トルコへの脅威では

なかった。撃墜は必要なかったjとの見解が寄せられたJ(時事通信 2015年12月1日6時

26分配信)と述べ.イスラエルのヤアロン国防相は過去にロシア軍機がイスラエル領

空を侵犯した例をあげて「我々を攻撃する意図のない過ちに対し撃墜する必要はな

い」と述べていました(毎日新聞 2015年11月30日21時38分配信)。
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撃墜したと発表し (AFPBBNews 2015年11月24日18時58分配信)• トルコ

のダウトオール首相は同日に「空・陸の国境侵犯には，誰に対してであろう

と，あらゆる措置を取る権利がある。我々が戸惑うことはないJ(朝日新聞

デジタル 20日年11月24日18時13分配信)と撃墜を正当化しましたo NATO 

の一員であり，米軍主導の対1S有志連合に参加しているトルコは，シリア内

戦を巡ってはアサド政権の退陣を最優先して反体制派を支援し，ロシアはア

サド政権を支援し反体制派や1Sへの空爆を続けていました。そのため， ト

ルコはロシア軍機がたびたび領空を侵犯し友好関係にあるシリア北部のト

ルコ系少数民族のトルクメン入居住地区を爆撃しているとして.11月19日

に「国境の安全を実質的に侵犯された場合は，交戦規程を適用する」と警告

していたと言われています(朝日新聞デジタル 2015年11月24日18時13分配

信)0 3) 

トルコは，領空を侵犯したロシア軍機を撃墜したとしていますが，ロシア

国防省はウェブサイト上にレーダー基地からの観測データを提示し，ロシア

軍機のトルコ領空侵犯を否定し 逆にトルコ軍機がシリア領空を侵犯したと

主張しました (CNN.co.jp2015年11月28日11時48分配信)0 4) 

領空侵犯問題について. I本当にロシア機はトルコの領空を侵犯していた

のでしょうか?ニューヨーク・タイムズの報道によれば，この墜落現場はシ

リアの地中海沿岸から25キロほど内陸に入ったところで，そこへ北からトル

3)読売新聞は. rシリアで空爆に参加する軍用機はこれまでトルコ領空侵犯を繰り返して

いたようだ。10月上旬にはトルコ外務省がロシア大使を呼び厳重に抗議。 トルコはそ

の後もロシア軍機が領空侵犯を繰り返していると発表した。10月中旬には露軍幹部が

トルコを訪れ釈明J(2015年11月25日付朝刊) したと報じ，時事通信は「トルコの対シ

リア国境付近では10月上旬，ロシア軍の戦闘機が2日連続で領空侵犯し トルコ軍戦闘

機が緊急発進(スクランプル)した。また. 10月中旬には，ロシア製の無人機1機を領

空侵犯を理由に撃墜しており，緊張は高まっていたJ(2016年11月25日O時12分配信)

と報じていました。

4)ロシアのメディア「スプートニク」は12月2日に. rギリシャの武装部隊参謀本部は，

トルコ空軍のF-16戦闘機6機が1日，ギリシャの領空を侵犯したと発表した」と報じま

した。ギリシャ武装部隊参謀本部によると， トルコ軍機はレスボス島とシロス島の聞

の領空をおよそ30分間にわたって飛行し飛行計画は提出されておらず. rトルコ軍機

はほぼ毎日，ギリシャのエーゲ海上空で領空侵犯しており，その数は年平均で1500回

に達するjとしていました (RecordChina 2015年12月2日16時48分配信)。
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コの領土が下向きの半島のように突き出しています。そのトルコ領の『突き

出し』は2キロの幅しかなく ロシア機はそこを横切る形で侵犯をしたとい

うのです。ですが，スホイは仮に巡航速度だ、ったとしても，マッハ0.9つま

り時速1ω0キロ前後で飛行していたと思われ，そう考えると2キロの距離を

7.2秒で飛んでしまいます。その7.2秒の『侵犯』に対して， トルコが攻撃し

たということになります。仮にトルコ領土の最先端であれば，その7.2秒は

もっと短くなります。ですから，本当に侵犯があったのかどうかは， レー

ダーの誤差等を考えると100%の確度ではわかりそうもありませんJ(冷泉彰

彦「シリア情勢に影を落とすロシアとトルコの歴史的確執Jニューズウィー

ク日本版 2015年11月26日16時O分配信)と言われていました。 5)

2 国籍不明と17秒の謎

トルコのチェピック国連大使が24日に国連安全保障理事会と潜基文事務総

長に送った書簡には， I現地時間24日朝，スホイ爆撃機2機がシリア国境に近

い自国領空に接近したため， トルコ側は5分間で計10回，進路を南へ変更す

るよう警告した。さらに，同日午前9時24分ごろ， 2機はトルコ領空に約2.52

~2.l3km入り込み， 17秒間にわたり侵犯した。 1機は領空外に出たが，残っ

5) なお，冷泉彰彦氏は「ロシア側も，そのようにトルコ領の 『先端jを『かすめるjよ

うに飛行して，挑発していた可能性もあります」としていましたが，ロシアが領空侵

犯という形でトルコを挑発する理由はないと言われています。

他方， トルコがこのタイミングで撃墜を決行した伏線と思われるのが.11月13日に

トルコのアンタルヤで聞かれた主要20か国・地域首脳会議 (G20)で，プーチン大統領

が IG20加盟国も含め. ISに資金提供している国は40か国に上る」と発言したこととさ

れ. 1プーチン大統領は. ISの資金源となっている石油の密輸について衛星写真を使っ

て説明しました。国名こそ伏せていましたが この話のメインターゲットがトルコ

だ、ったことは明白。自国開催のG20でそんなことを言われ， トルコのエルドアン大統領

は激怒した」と言われ，また「この時はパリ同時多発テロ，エジプトでのロシア機爆

破テロを受け，ロシア，フランス，イランの3国が対IS作戦で共闘するという流れがあ

りました。しかしシリア情勢に関してロシアとイランが完全に主導権を握ることは，

トルコとしては避けたい事態だ、った」とされていました (1ロシア軍機撃墜が第3次世

界大戦の発端に?背後にうごめく“大きな影"の存在j週プレNEWS2015年12月7日6

時O分配信)。
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たl機を撃墜した」と記されていたとされています(毎日新聞 2015年11月25

日11時55分配信)6)。

CNNは米当局者の話として， Iロシア軍機がトルコ領空に入っていた時間

は30秒以下だ、った。 トルコ側は5分間で10回に及ぶ警告を発したと主張する

が，ロシア軍機がこの間ず、っとトルコ領空内を飛んでいたとは言明してい

ないJ(2015年11月25日11時46分配信)と報じ， BBCは「ロシア機撃墜はト

ルコの過剰反応か?Jと題する記事で， Iトルコ側が公表したレーダー地図

によると，ロシアのSu・24攻撃機はトルコ領内を通過したと言えなくもない。

それが問題なのだ。Su・24はシリア領内にトルコ側から食い込む小さな地峡

のような土地の上を通過したのだ。高速戦闘機ならあっという聞に通過した

はずだ。なのでトルコ側が言うようにトルコ領空に侵入後に撃墜したのだと

するなら，攻撃機はトルコ領空から出ょうとしている時に撃墜されたのだと

も言えるJ(2015年11月25日17時46分配信)としていました。

なお，ロイターは「米政府は， トルコによるロシア爆撃機の撃墜につい

て， トルコ領空を短時間侵犯した後，シリア領空で攻撃されたと判断してい

る。戦闘機の熱による航路解析によるものとして，政府当局者が匿名でロイ

ターに明らかにしたJ(2015年11月25日11時35分配信)と報じていました。7)

他方， トルコ軍が25日に公開した通信記録には「こちらは警戒中のトルコ

空軍。あなた方はトルコ領空に近づいている。直ちに進路を南へ変更せよJ

6)毎日新聞はNATO外交筋の話として. Iロシアの戦闘爆撃機2機は24日午前9時22分ご

ろ， トルコ南部の領空に侵入。旋回して同9時24分，再び領空内に2.52-2.13キロ入り

込み. 17秒間侵犯した。 トルコ軍は1回目の領空侵犯時に11回. 2回目に10回，計21回

警告した後，これを無視して領空にとどまった1機をミサイルで撃墜した。この戦闘爆

撃機は飛行を続け.シリア領内に墜落した」ことがレーダーの航路分析で判明したと

報じていました (2015年11月28日15時1分配信)。

7)政府当局者が匿名でロイターに語ったということは，ロシア軍機が「シリア領空で攻

撃された」という国際法に違反するトルコの越境攻撃を米政府が隠蔽しようとしてい

たからと推測されます。また.米政府が行った戦闘機の熱による航路解析によ ってロ

シア軍機がシリアの領空を侵犯したとしていますが トルコ軍機の航路解析によって

トルコ軍機が目視による機体の国籍マークの確認を行ったかどうかも判明し，そうす

ればムラフチン大尉の「機体を接近させて行う視覚的な警告も全くなかったJという

発言の真偽も明らかになりますが，この点については沈黙していました。
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との英語の声が記録され，同じメッセージが何度か繰り返されていたとされ

ています (AFPBBNews 2015年11月26日7時10分配信)。有志連合司令部の

ウォレン報道官(米陸軍大佐)は24日に， トルコ軍機がロシア軍機撃墜前に

5分間で10回にわたり警告しロシア機が応答しなかったとの情報について

「その点は確認できるJI米軍は双方の無線でのやりとりを把握している」と

述べていました(時事通信 20日年11月25日o時49分配信)0 8) 

トルコ軍機に撃墜されたロシア軍機搭乗員のムラフチン大尉が25日に，

「高度6000m，天気は快晴，誤ってトルコ側に侵入する飛行状況でなかった」

「トルコ領内にはl秒たりとも侵犯していないJI無線による警告も機体を接

近させて行う視覚的な警告も全くなかったJI攻撃は突然起き，回避行動が

取れなかった」と状況を説明したことから(時事通信 20日年11月26日6時

37分配信，ロイター 20日年11月26日15時7分配信)9)，ロシア国防省は26日

に， トルコ軍が公開した通信記録を「常習的なでっち上げ」と一蹴しました

(CNN.co.jp 2015年11月27日9時43分配信)0
10
) 

トルコ軍は25日午後に ロシアの国防省と軍関係者を首都アンカラの統合

参謀本部に招 j 撃墜事件について「警告に応答しなかったため即時に交戦

規程が適用されたJI撃墜した軍用機がロシア軍所属とは知らなかったJI国

籍不明だった」と説明し (AFPBBNews 2015年11月26日13時2分配信)，エ

ルドアン大統領は26日に「もしロシア軍機だと認識していたら，違う行動

を取っただろう」と述べ (AFPBBNews 2015年11月27日7時25分配信)，ロ

シア軍機撃墜が故意ではなかったと弁明しました川口 エルドアン大統領の発

8)有志連合司令部が無線を傍受していたとすれば，なぜ有志連合司令部は衝突回避のた

めの行動をとらなかったのかという疑問が生じます。

9) ロシア軍参謀本部のルツコイ作戦総司令部長は24日夜に.i撃墜に先立ち， トルコ軍機

が交信を試みたことはなく， トルコ機がシリア領空を侵犯したJi国際法違反であり，

トルコも周知しているはずの米国とロシアによるシリア領空での航空事故防止の覚書

に反する」 と反論しました (毎日新聞 2015年11月25日11時52分配信)。

10)ロイターは. iトルコ政府が公表した同国空軍のF-16戦闘機が発したという警告の音声

記録では，雑音に混じって 『方位を変更せよjという文言が聞き取れる」と報じてい

ました (2015年11月26日15時7分配信)。

11) また， トルコのクルトゥルムシュ副首相は27日に. iトルコ軍機の警告にロシア軍機が

応答し. rロシア人だjと説明してくれれば. (撃墜は)起こらなかっただろう」と述

べていました(毎日新聞 2015年11月28日15時2分配信)。
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言に対し，プーチン大統領は同日に「機体には国籍マークがあり，はっきり

見えるため，ロシア軍機と知らずに撃墜したなど不可能だ」と反論し， I米

国との合意にもとづき事前に，自国軍機がどの高度で どの地域を飛行す

るか，情報を通知してあったD トルコは有志国連合に参加しているのだか

ら，あの地域で活動しているのはロシア空軍だと知らなかったはずはない」

と国籍不明機と主張するエルドアン大統領の言い訳を一蹴しました (BBC

News 2015年11月27日10時46分配信)。

3 米国のトルコ支持とロシアの報復

エルドアン大統領は11月24日に，ロシア軍機撃墜事件に関してオパマ米大

統領と電話で協議し，オバマ大統領はどちらに非があるかの断定を避けまし

たが， Iすべての固と同様に， トルコは領土や領空を守る権利があるJIトル

コが自国を防衛する権利を米国や北大西洋条約機構 (NATO)は支持する」

(時事通信 20日年11月25日9時32分配信)と，ロシア軍機がトルコの領空を

侵犯したとの前提でトルコ支持を表明しました。凶

また， トルコ政府は24日に，ロシア軍機の領空侵犯と撃墜に関して

NATOの支持を得るために緊急理事会の開催を要請し緊急理事会後の記

者会見でストルテンベルグNATO事務総長は「トルコの立場を支持するJ

「我々はトルコと連帯し， NATO同盟国の領土の一体性を支持するJ(BBC 

News 2015年11月25日11時1分配信)， INATO理事会はロシア軍機のトルコ

への領空侵犯を確認したJと述べ， I憂慮」を示してロシアに警告しました

(毎日新聞 2015年11月25日22時15分配信)。

12)オパマ大統領がトルコを支持した理由について，読売新聞は「オパマ米大統領は24日，

訪米したオランド大統領との会談後の記者会見で. rロシアが国境近くで穏健派を空爆

することをやめればこうした事案も起きない』 と述べたJIオパマ氏は 『問題はロシア

がイスラム国打倒ではなく，アサド政権の支援を目標にしていることだ』と不信感を

隠さなかった。 トルコは米国にとって，イスラム国に対する空爆作戦の出撃拠点，戦

闘員の資金の動きを阻止するうえで不可欠な協力相手だ。米主導の北大西洋条約機構

(NATO)の一員でもあるJ(2015年11月26日付朝刊)と報じていました。
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トルコがNATO緊急理事会の開催を要請したことに対し，プーチン大統

領は24日に「まるでロシアがトルコ機を撃墜したような対応だ」と不快感

を示し(朝日新開デジタル 2015年11月25日5時11分配信).またプーチン大

統領のトルコに対する強い批判には「撃墜が発生した際，ロシアより先に

NATOに連絡したことJ(TBS系(JNN)2015年12月1日10時40分配信)もあ

ると言われていました。13)

プーチン大統領は25日に. I友好国だと思っていた国に攻撃された。われ

われにはロシア兵を守る必要がある」として，シリア領内の基地防衛強化を

目的として，シリア北西部ラタキア沖に防空システムを搭載したミサイル巡

洋艦「モスクワ」を派遣し(産経新聞 2015年11月25日11時1分配信).空爆

作戦を実施する爆撃機には戦闘機を随行させ，シリア全方面の防空体制を強

化するためにラタキアの空軍基地に最新鋭地対空ミサイルS-400(最大射程

400km)を配備する方針を発表し(時事通信 2015年11月25日14時33分配信)• 

「潜在的な脅威となる，すべての目標の破壊を予告する」とトルコをけん制

しました(テレビ朝日系 (ANN)2015年11月25日11時46分配信)。

しかしラブロフ外相は25日に「トルコと戦争するつもりはない」と述べ

(時事通信 2015年11月25日14時33分配信)• トルコの謝罪を待ち， トルコと

の決定的な関係悪化を避ける意向を示していました。エルドアン大統領も25

日に. I私たちはこの事案をエスカレートさせるつもりはない」と述べてい

ました(時事通信 2015年11月25日20時19分配信)0
14
) 

ラブロフ外相は25日に， トルコのチャブシオール外相との電話協議に応

13)エルドアン大統領が24日に「ロシア軍機が飛行していた地域にISはいないJr国境地帯

にいるのはトルコ系民族のトルクメン人だJrこの地域を爆撃する者は，我々の同胞で

あるトルクメン人を攻撃したことになるJrトルコには自国国境を守る権利がある。全

員が尊重しなくてはならない権利だ」と述べたことに対し (BBCNews 20015年11月25
日11時1分配信)，プーチン大統領は同日に「テロリストの共犯者に背後から刺された

事態としか言いようがない」とトルコを批判しました (CNN.co.jp2015年11月25日11時

46分配信)。

14)しかしロシア軍がシリアの対トルコ国境付近で空爆を続行する意向を表明したこと

を受け， トルコ軍はシリア国境付近で巡回に当たるF-16戦闘機を12機から18機に増や

しました (時事通信 2015年11月25日20時四分配信)。
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じ，チャブシオール外相が撃墜について「深い哀悼の意」を表明し，閣僚級

の直接会談を要請しましたが，ラブロフ外相は記者会見で「ロシアには今，

トルコを訪問する計画も， トルコ側を受け入れる計画もないJ(読売新聞

2015年11月26日付朝刊に「関係正常化の条件は撃墜事件でトルコが非を認め

ることだ」と述べ(時事通信 2015年11月26日O時9分配信)， またロシア軍機

撃墜が「故意で、はなかったとの説明に，我々は深刻な疑いを抱いているJI計

画された挑発行為だ」と非難しました (Bloomberg2015年11月26日2時38分

配信)。

プーチン大統領は26日に， Iトルコの政治・軍の高いレベルからの明確な

謝罪も，撃墜した戦闘機の賠償の提案も，犯罪者を罰するという約束も聞か

れないJと非難し(朝日新聞デジタル 2015年11月26日23時1分配信)，それ

に対してエルドアン大統領は同日に「非があるのはトルコ軍ではなく，領空

を侵犯したロシア軍だJI謝罪する必要があるとすれば我々のほうではない」

と撃墜の正当性を強調し，ロシアへの謝罪を拒否しました(テレビ朝日系

(ANN) 2015年11月27日11時48分配信)0

エルドアン大統領が謝罪を拒否したため，ロシアは通商政策による報復に

着手することを26日に表明しそれに対し，エルドアン大統領は同日に「問

題を政治的経済的な関係にまで拡大させるのは正しいと思わないJとロシア

に自制を求め(日本テレビ系 (NNN)2015年11月27日6時55分配信)， 27日

に「ロシアに『火遊びをするな』と忠告したい」と批判しましたが(読売新

聞 2015年11月28日20時21分配信)， 28日には「今回の事件について本当に悲

しんでいる。(撃墜が)起きなければよかったと思う」と後悔の念を表明し

(時事通信 2015年11月29日O時22分配信)，プーチン大統領との直接対話を模

索するなど事態収拾を望む姿勢を見せていました(読売新聞 20日年11月28

日20時21分配信)。しかしラブロフ外相はトルコの謝罪が対話の前提との

姿勢を示し，エルドアン大統領の会談要請を拒否しました。
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4 トルコの迷走

エルドアン大統領は 28日の演説で「本当に悲しいJI我々はこのような

事態を望んだわけではないが，残念ながら起きてしまったJI緊張が高まっ

てさらに悲しい出来事につながることのないよう願っている」と語ってい

ましたが，ロシアからの謝罪要求には応じない姿勢を改めて示しました

(CNN.co.jp 20日年11月29日10時15分配信)。プーチン大統領は28日に， トル

コに経済制裁を科す大統領令「ロシア連邦の安全を保障し国民を犯罪行為

などから守るための措置」に署名し15) それに対してダウトオール首相は29

日に「受け入れられないJIトルコに責任を押しつけるのは適切ではない」

と反発しました(フジテレビ系 (FNN)2015年11月30日6時29分配信)0
16
) 

また，ダウトオール首相は，撃墜されたロシア軍機に搭乗し墜落時にパ

ラシュートで降下中に殺害されたロシア人パイロットの遺体をトルコ政府が

収容したこと，近く遺体をロシア側に返還することを明らかにしました。こ

のパイロットをめぐっては トルコが同胞と呼ぶトルコ系少数民族トルクメ

ン人のシリア反体制派武装組織が「殺害した」とする映像を公開していまし

たが，遺体の所在は不明で，ダウトオール首相は遺体回収の詳しい経緯につ

いては明らかにせず. Iシリアとの国境で、遺体を受け取った」とだけ説明し

15)経済制裁の内容については，産経新聞は「トルコとの査証免除協定の効力を来年1月l

日から停止。ロシアにおけるトルコ人の新規雇用も同日から原則禁止する。ロシア圏

内で活動するトルコ企業を対象に，特定の業務の停止・制限を導入するほか. トルコ

産物資の輸入も制限する。対象となる業態や商品はロシア政府が決定する。 さらに，

ロシアの旅行会社にトルコ旅行の募集を禁じたほか，両国間のチャーター機の運航停

止， トルコ艦船のロシアへの入港制限も決めた。大統領令は 『国家の安全保障jW国民

の保護jを導入の理由に挙げ，措置の期限も設けないなど， トルコに対する強い敵視

が浮き彫りになっているJ(2015年11月29日19時38分配信) と報じていました。

16)経済制裁について，毎日新聞は「ロシア側は正式な謝罪や賠償があるまで圧力をかけ

続ける構えだJ(2015年11月29日22時20分配信)と報じ，産経新聞は「エルドアン氏に

とっては，撃墜は領空侵犯への正当な防衛行動だ、ったとの主張は決して譲れない一線

だ。謝罪はしないとの考えも明確にしているjが， iロシアが制裁措置の発動を決める

中， トルコは事態の落とし所を探るのに苦慮している。謝罪してメンツを失うことは

避けたい半面，制裁の長期化は回避したいのが本音だJ(2015年11月29日19時17分配信)

と報じていました。
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ました(向上)。ダウトオール首相が遺体を「キリスト教の正教会の伝統に

従って扱っているJと強調していたことから(朝日新聞デジタル 2015年11

月29日21時9分配信)， i遺体収容に協力することで同国との緊張緩和につな

げたい思惑があるJ(産経新聞 2015年12月1日7時55分配信)， iロシアの経済

制裁による悪影響への懸念が広がる中， トルコ政府は事態の早期収拾に躍起

になっているJ(読売新聞 20日年12月1日付朝刊)と言われていました。17)

他方，米国務省のトルド一報道部長は30日の記者会見で，これまで領空侵

犯の有無などについて踏み込んだ発言を避けていましたが，米国は撃墜現場

をレーダーなどで監視していたと説明し(毎日新聞 2015年12月1日12時33分

配信)， iロシア軍機がトルコ領空を侵犯したという， トルコ側とわれわれ自

身の情報に基づく証拠がある」と明言しました。しかし領空侵犯の場所や

日時などの「証拠」の詳細を明らかにせず(時事通信 2015年12月1日6時16

分配信)，また「米国と有志連合は撃墜されたSu24の出撃についてロシアか

ら知らされていなかったJ(読売新聞 2015年12月1日11時35分配信)と発言

しましたoM)

ダウトオール首相は30日に， NATO本部でストルテンベルグ事務総長と

会談し会談後の記者会見で「領空を守るのは政府の責務だ。(撃墜は)防

衛的な行動で，いかなる国も我々に謝罪を求めるべきではないJi領空を犯

されたから謝罪するようなトルコの首脳はいない」と撃墜の正当性を強調し

てロシアへの謝罪を拒否し(毎日新聞 2015年11月30日21時38分配信)， iロ

シア側が対話を望み，今回のような意図しない出来事の再発を防止したいな

17) なお，パイロットの遺体返還はトルコ主導の形で行われたのではなく， Iロシアの要請

を受けた措置jで， I圧力を強めるロシアに配慮を見せ，緊張緩和を図る狙いがあるも

のとみられJ(日本テレビ系 (NNN)2015年11月30日8時25分配信)，Iロシアの要請に

従ってパイロ ットの葬儀は(トルコ南部ハタイ県のキリスト教正教会で)正教会の伝

統にのっとって行われたJ(CNN.co.jp 2015年11月30日9時33分配信)と報じられていま

した。

18) トルド一報道部長の発言は，プーチン大統領の「米国との合意にもとづき事前に，自

国軍機がどの高度で， どの地域を飛行するか，情報を通知してあった。 トルコは (米

国主導の)有志国連合に参加しているのだから，あの地域で活動しているのはロシア

空軍だと知らなかったはずはない」 との主張を否定し 米国の責任を回避しようとし

たばかりか，国籍不明機とのトルコの主張を擁護したことになります。
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ら，いかなる問題も協議する用意があるJI撃墜事件の技術的な詳細情報を

提供してもいいJ(時事通信 2015年11月30日21時30分配信)と述べていまし

た。附

5 石油密輸問題と15

プーチン大統領は， 10月26日のオランド仏大統領との首脳会談後の共同記

者会見で， I石油を運ぶ車列がISの支配地域からトルコに向かっていること

は空爆で、分かつているJI略奪された石油を積んだ車列が昼夜，シリアから

国境を越えてトルコに入り，まるで動く石油パイプラインだ」と述べ(毎日

新開 205年11月28日22時O分配信)， トルコが石油密輸を黙認し ISに資金調

達の手段を提供しているとの見方を示しました。プーチン大統領の発言に対

し，エルドアン大統領は26日に IISが石油を売る相手はアサドだ」と述べ，

「恥を知るべきだ。われわれがおから石油を買っていると主張する者には，

それを証明する義務がある。証明できないなら誹誘中傷行為だ」と反論しま

した (AFPBBN ews 2015年11月27日7時25分配信)0
20
) 

19)ス トルテンベルグ事務総長はダウトオール首相との会談後に， I全ての加盟国はトルコ

の領空を守る権利を支持する」と述べていました(読売新聞 2015年11月30日21時20分
配信)。他方，オバマ大統領は12月1日に， COP21が開催されているパリでエルドアン

大統領と会談し， IトルコはNATOの加盟国だ。米国はトルコの自衛権，その領空・領

土を守る権利を支持する」と改めて表明し ストルテンベルグ事務総長は1日の外相理

事会前の記者会見で，領空侵犯があったとするトルコの主張を支持した上で， Iトルコ

の安全を守る手段を強化する」として， トルコの防衛態勢を強化する必要性を強調し

ていました (読売新聞 2015年12月2日付朝刊)。

20)読売新聞は， Iイスラム過激派組織『イスラム国jから大量の石油がトルコに密輸され

ているとの見方は，欧米情報当局の間でも強い。米軍特殊部隊は今年5月， シリア東部

でイスラム国の石油事業責任者を殺害した。英有力紙ガーデイアンは，阿部隊がその

際押収した文書から， rトルコ当局とイスラム国上層部の直接取引が明確になった』 と

伝えた。米主導の有志連合による空爆は，イスラム国の拠点などに加え，その支配地

域にある石油精製所やパイプラインも主要な目標としてきた。その結果，イスラム国

の石油生産量は最盛期に比べて半減したが，それでも日産3万-4万バレルに上り，毎

日100万-150万ドル(1億2∞0万-1億8000万円)の収入をもたらしているといわれる。

支配地域内の工場や住民に売るほか，簡易パイプラインなどでトルコやヨルダンに運

んでいるというJと報じていました (2015年11月28日付朝刊)。
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また，プーチン大統領は11月30日に， Iロシアの飛行機を撃墜するという

決定が，石油をトルコに運ぶルートの安全を確保する目的で下されたと考え

る十分な証拠があるJI遺憾なことに， ISなどのテロ組織が支配する地域で

生産されたこの石油が，産業規模でトルコに輸送されていることを確認する

追加情報も得ている」とトルコを痛烈に批判し トルコ側が意図的にロシア

軍機を狙って撃墜したという見方を示しました (AFPBBNews 2015年12月

1日7時19分配信，朝日新聞デジタル 2015年12月1日9時42分配信)。これに対

し，エルドアン大統領は同日に「われわれはテロリストからそんな密輸をす

るほど不誠実ではないJIそんなことが事実と証明されれば私は大統領を辞

任する。 しかし事実でなければプーチン大統領に辞める覚倍はあるのか」

と猛反発しました(時事通信 20日年12月1日6時26分配信， CNN.co.jp 2015 

年12月1日19時31分配信)。

アントノフ露国防次官は12月2日の記者会見で エルドアン大統領とその

一族がIS支配地域から石油を違法に密輸入して利益を得ている証拠があると

明らかにしシリアとイラク両国内でISが管理する設備でタンクローリーの

車列が石油を積み込む様子を収めたとする衛星画像を提示しました(ロイ

ター 2015年12月3日o時40分配信)2九 これに対し，エルドアン大統領は同日

に「いかなる者にも， トルコを侮辱する権利はない」と述べ，石油密輸疑惑

を改めて否定しました(毎日新聞 2015年12月3日20時42分配信)。

他方，アーネスト米大統領報道官は2日の記者会見で， ISがシリア領内の

支配地域で生産している石油に関し， I最大の購入者がアサドと彼の政権で

ある十分な証拠がある」と述べ(時事通信 2015年12月3日11時41分配信)， 

「本当にISが石油密売で利益を得ることを懸念するなら アサド政権と話し

合うべきだ」と，証拠を示さずロシアを批判しました(毎日新聞 2015年12

21)アントノフ露国防次官は おから石油を密輸するタンクローリーがシリアから国境を

越えてトルコ側に入る密輸ルートには，シリアからトルコの港への西ルート，イラク

からトルコへの東ルート，シリアからトルコのパドマン石油工場につながる中央ルー

トの3本があり. 1Sは約85∞台の輸送車で毎日20万バレルの原油をトルコに移送し

石油の密輸で年間20億ドルの資金を得て武器などを購入していると述べていました

(CNN.co.jp 2015年12月3日12時4分配信)。
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月3日10時52分配信)。アーネスト報道官の発言を受け，エルドアン大統領は

3日にロシアがISの石油密輸に関与し 「我々には証拠がある。世界にその証

拠を示すことができるJi誰が石油を (ISから)買っているのか? それは

ハスワニだ。シリア国籍でロシアのパスポートを所持する，最大の原油ブ

ローカーだ」と指摘しましたが(ニューズウィーク日本版 2015年12月4日13

時35分配信)，証拠を示していませんom

また，米国務省高官は4日に， ISがシリアの支配地域で生産している石油

について「ほとんどは，発電や車両の燃料としてISの支配地域で消費される

か，一部がアサド政権側に売られているJiシリアからトルコへの石油密輸

はありうるものの，ロシアが指摘するトルコ政府の関与については 『証拠が

ないjJ(毎日新聞 20日年12月5日10時45分配信)と，証拠を示さずにロシア

の主張を否定し，ズービン米財務次官代行(テロ・財務情報担当)は10日に，

iISが売却する原油の大部分はアサド政権向け。双方は攻撃し合う一方で巨

額な取引もしているJi一部はトルコ側にわたっているJ(ロイター 2015年

12月11日10時30分配信)との推測を示してトルコを擁護しました。23)

6 トルコの自滅と謝罪

プーチン大統領は12月3日の年次教書演説で， iわが国の国民を殺害すると

22)ジョ ージ・ハスワニ氏はシリア人実業家で， シリアで石油企業HESCOを経営し，ハモ

ンド英外相がアサド政権の代理人としておから原油を購入するブローカーだと指摘し

たことがあるとされています(ニューズウィーク日本版 2015年12月4日13時35分配信)。

毎日新聞は「米国は11月. ISとアサド政権の石油取引を仲介しているとして，シリア

とロシアの二重国籍のビジネスマンに米国内にある資産の凍結や米国企業との取引禁

止の制裁を科した。欧州連合 (EU)も3月に同様の措置を取っているJ(2015年12月5

日10時45分配信) と報じていました。

23)他方，イラクのアバディ首相は. 7日のシュタインマイヤー独外相との会談で. ISが密

輸している石油は「大半がトルコを経由している」と述べていました(時事通信 2015

年12月7日23時31分配信)。 また，ロシア国防省は25日の声明で. rシリアからトルコに

石油を運ぶ車両は減少したものの，密輸自体は依然続いているJr密輪車両が普通のト

ラック を装い，数十台規模の隊列を組んで移動しているJrトルコは引き続き密輸ルー

トの最終目的地だ」と強調していました(時事通信 2015年12月26R5時48分配信)0
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いう恐ろしい戦争犯罪を起こしておきながら，一部の農産物や建設や他のセ

クターが制裁を受けるだけだと思うなら，それは大間違いだ」とトルコによ

るロシア軍機撃墜が戦争犯罪であると主張し. Iトルコの犯罪について何度

も思い出させる。 トルコは何度も後悔するだろう 。われわれは何をすべきか

矢口っているJIトルコで誰がテロリストに資金稼ぎを許しているかを我々は

知っている。その資金によってロシアやフランス，マリなどの市民を狙った

テロ行為が実行されているJ(毎日新聞 2015年12月3日20時41分配信)と批

判しました。また，プーチン大統領は11日に国防省で演説し， トルコによる

ロシア軍機撃墜を念頭に「再び挑発しようとする者に警告したい。ロシア軍

の部隊や基地を脅かす者はせん滅する」とトルコをけん制しました(時事通

信 20日年12月11日21時22分配信)0
24
) 

トルコ外務省は2016年1月30日に. 29日午前11時46分にロシア軍の戦闘爆

撃機スホイ34(SU-34) 1機が，ロシア語と英語で繰り返し警告したにもか

かわらず， トルコ領空を20~25秒侵犯したとして. 29日夜に駐アンカラのロ

シア大使に「このような無責任な態度が引き起こしかねない重大な事態の責

任は，全てロシア側にある」と強く抗議したと発表しましたD しかし領

空侵犯が実際にどこで発生したかなどの詳細については言及していません

(AFPBB News 2016年1月31日9時16分配信)。エルドアン大統領は.Irこの

ような侵犯が続けば，ロシアは責任を負うことになる』と批判し対抗措

置を辞さない姿勢を示しJ.ストルテンベルグ事務総長は30日に，ロシアに

対し INATOの領空を尊重する責任ある行動を求めるJIロシアは二度と領

24)ロシア軍は，最新鋭のスホイ35戦闘機4機をシリア西部ラタキアの空軍基地に配備し

(時事通信 2016年2月1日20時38分配信)• ショイグ露国防相は2月8日にプーチン大統領

の命令に基づいて南部軍管区管内で緊急軍事演習を開始し 空軍に「敵空軍の攻撃に

対処する用意の確認」を指示したことを明らかにし(時事通信 2016年2月8日22時34分
配信)，ロシア国防省は2月20日に旧ソ連構成田アルメニアのトルコ国境に近い空軍基

地に最新の戦闘機やヘリコプターを増強配備したと発表しました(時事通信 2016年2
月21日o時50分配信)。他方，NATO外交筋は2016年に入り，シリアに配備されたロシ

アの地対空ミサイルがトルコ軍機にレーダー照射をしたことが複数回確認されたとし

レーダー照射は射撃目標の位置を把握するためのもので，国際的には偶発的衝突につ

ながる危険な行為とされています(毎日新聞 2016年3月13日8時30分配信)。
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空侵犯しないようあらゆる措置を取るべきだ」と警告しました(毎日新聞

2016年1月31日18時34分配信)が. NATOがロシア軍機による領空侵犯を独

自に確認したかどうかについては明らかにしていません。

ロシア国防省は30日に， トルコによる抗議を「根拠のない宣伝工作Jと呼

び. Iロシアの航空機はいかなる領空侵犯もしていなしリと主張し. Iトルコ

側レーダーは，空中の物体の高度と飛行ルートと速度は特定できるが，ど

の国のどんな飛行機は特定できないはずだjと指摘し(朝日新聞デジタル

2016年1月31日5時59分配).航空機の国籍を確認するには直接目視するしか

ないが，実際には確認されていないとの見方を示しました(朝日新聞デジタ

ル2016年1月31日5時59分配.CNN.co.jp 2016年1月31日10時43分配信)。レー

ダーの性能については. 2015年11月のロシア軍機撃墜事件でトルコ自身が認

めていました。

万策尽きたエルドアン大統領は. 6月12日のロシアの祝日「ロシアの日j

に合わせてプーチン大統領に書簡を送り ロシア大統領府は27日にプーチン

大統領宛てにエルドアン大統領から書簡が届j 昨年11月のトルコによるロ

シア軍機の撃墜について謝罪を受けたと発表しました(時事通信 2015年6月

27日23時52分配信)。 トルコ大統領府報道官は，エルドアン大統領の書簡に

は「我が国にロシア機を撃墜する意図は一切なかった」と釈明した上で(毎

日新聞 2016年6月28日10時44分配信). I死亡した軍人の家族に改めて同情と

深い哀悼の意を表したい。おわびを申し上げる」と責任を認めて謝罪し(読

売新聞 2016年6月28日10時52分配信). Iロシアとの伝統的な友好関係を回復

するために，可能なことはすべて行う用意がある」と記されていたことを表

明しました(産経新聞 2016年6月28日o時6分配信)。剖

25)なお， トルコのユルドゥルム首相は27日夜の国営放送の番組で， トルコ軍によるロシ

ア軍機撃墜事件を受けてエルドアン大統領がロシアのプーチン大統領に送った書簡に

ついて「内容は明白だ。私たちは遺憾の意を表明し，必要なら補償金を支払うと言っ

ている」と説明しました。しかしユルドゥルム首相は28日になって，補償金支払い

は「問題外だ」と否定しました(時事通信 2016年6月28日18時14分配信)。



ロシア軍機撃墜事件とポスト真実 (527) -177-

おわりに

トルコの謝罪は何を意味するのか。トルコが，領空を侵犯しシリア領空を

飛行中のロシア軍機に対する越境攻撃を謝罪したとすれば，ロシアはロシア

軍機のトルコ領空侵犯を否定していたにもかかわらず それを認めたことに

なりますが，ロシアには領空侵犯を認めてまでトルコとの関係を修復する必

要性はなく，それはトルコが米国やNATOを揺さぶるカードとして使える

からです叱しかし トルコには非を認めてロシアに謝罪し関係を修復す

る必要があり2:1) トルコが主張していたロシア軍機の領空侵犯も虚偽だった

ことを含めて謝罪したとすれば28) 米国はトルコを擁護するために虚偽の発

表を繰り返して国際社会を編し，欺いたことになります。それは，ロシアが

証拠を示しているのに対し，米国は言葉の説明だけで，何一つ証拠を示して

いないことから自明です。

ただし トルコ軍機がロシア軍機を撃墜したことは事実ですが，ロシア軍

26)毎日新聞は「トルコがシリア領空爆で米国主導の有志国連合に加わり，北大西洋条約

機構 (NATO)の一員という点がある。ロシアはシリア問題を巡り，国境管理などで

課題を抱えるトルコが米側陣営の 『弱点jになっていると判断した模様だJ1ロシアは

今回の事件をシリア問題における自国の立場の強化や米欧を揺さぶるための 『カードj

として，最大限活用する狙いとみられるJ1トルコとの対立は，アサド大統領退陣を求

める米欧をけん制する手段となっているJ(毎日新聞 2015年12月4日21時12分配信)と

報じていました。

27) トルコのシムシェキ副首相は7日に，ロシアによる経済制裁の影響について「関係断絶

という最悪の場合.90億ドル(約1兆1∞0億円)の損失になる」との見方を示しました

(時事通信 2015年12月7日21時18分配信)。

28)産経新聞は，ロシア軍機撃墜事件で「エルドアン氏は，謝罪すべきはトルコ領空を侵

犯した露側だと主張してきた。にもかかわらず， トルコが露側に譲歩してでも事態収

拾を優先した背景には，シリア情勢をめぐる手詰まりがあるJ1緊張緩和によって対シ

リア外交の行き詰まりを打破したいとの思惑がありそうだJ1撃墜事件後のロシアによ

る経済制裁もトルコへの圧力になったとみられるJ(2016年6月29日7時55分配信)と報

じていました。星桂大学客員教授の佐々木伸氏は.1アラブの経済発展モデルとされて

きたトルコだが，外交的にはロシアだけではなく，ぎくしゃくしている国が多く，孤

立感を深めているJ1エルドアン大統領はロシアとイスラエルと和解することによっ

てこうした外交的な孤立からの脱却を図ろうとしたようだ。プーチン大統領に書簡を

送って撃墜事件を謝罪し，ロシア軍機から脱出したパイロットを殺害したトルコ人を

訴追することを約束するなどロシア側の要求を飲んだJ(1プーチンに脆き，テロにも

遭う，苦境に立つトルコJWedge 2016年7月1日12時10分配信)としていました。
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機がトルコの領空を侵犯したのかどうかは明らかではありません。しかし

ロシア軍機撃墜事件をめぐるロシアとトルコの主張，米国によるトルコ擁護

のための主張のいずれかに虚偽があり，ここにポスト真実がみられます。

ポスト真実という言葉は，米国の評論家ラルフ・キーズ氏が2004年に著書

のタイトルとして用いたのが最初とされ，キーズ氏は現代の世界で「虚偽」

の持つ意義が質的に変化していることに注目し，今や政治の世界では虚偽を

語っても検証されず，批判もされず，真実を語ることはもはや重要ではなく

なってきているとしています。たとえ虚偽を語っても，それが「誇張だ、っ た

Jと弁明し. I言い間違いをしたJとごまかせば許容され， トルコは当初，

領空侵犯をしたとしてロシア軍機を撃墜したとしていましたが. Iロシア軍

機とは知らなかったJI国籍不明機」と主張を変えたように，政治家は自ら

の正義を実現するために堂々と虚偽を語るようになり，今ではそれが「スピ

ン(情報操作)Jとして正当化され， 日常化していると言われています。捌

オパマ政権は，クリミア問題以降には虚偽を語ることが多く，それは米国

にとって都合の悪い真実を隠すためと言われています。政府などの発表をそ

のまま報道するメディアに問題はありませんが，発表内容の事実確認をする

ことなくコメントを付してあたかも真実であるかのように真偽不明の事柄を

拡散させるメディアもあります。フェイクニュース(偽ニュース)が問題と

なり. I報道機関ではない営利目的の企業が，一見情報サイトにも見えるも

のを運営しているとか 他にも怪しい内容の記事が並んでいるといった場合

は，そうしたサイトをハナから疑ってかかる必要があるJ(瀧口範子「ネッ

トの『偽ニュース』に，なぜだまされるのか」ダイヤモンド・オンライン

2016年12月22日)とされていますが，ここには報道機関が発するニュースは

29)細谷雄一 i[地球を読む]政治は誠実か 広がる 『虚偽JJで世論誘導」読売新聞 2016

年10月16日朝刊。また. BBC Newsは. iオックスフォード英語辞書は16日. 2016年世

界の今年の言葉は rpost-truth (ポスト真実)，]だと発表した。I非常に緊迫した』政治

的な1年を反映する言葉として選んだという。オックスフォード辞書によるとこの単語

は，客観的事実よりも感情的な訴えかけの方が世論形成に大きく影響する状況を示す

形容詞。今年6月のブレグジット(英国の欧州連合離脱)と11月の米大統領選を反映し

た選択だというJと報じていました (2016年11月17日)。
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正しいという思い込みがあります。

(脱稿:2017年1月29日)


